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１．はじめに 
 近年，建設コストダウンについてさまざまな工夫がなされている。RC構造物の軽量化，即ち軽量コンクリートの構

造物への適用はその一つである。軽量コンクリートが普通コンクリートと同じ，靭性の乏しい材料であることが知ら

れている。その靭性を改善するため，横補強筋を配筋する方法が便利且つ有効な手段である1）。 
 本研究では，中国製の高性能軽量粗骨材で配合した軽量コンクリートの力学性状および横補強筋による拘束効果を

調べるために中心圧縮実験を行なった。 
２．実験概要 
 試験体は６体を計画し，すべて200×200×500mmの正方形断面を有する短柱である。各試験体において主鉄筋はD13

異形鉄筋を８本配筋し，横補強筋はD10異形鉄筋を用いる。横補強筋の配筋形式を図－１に示す。横補強筋の体積比

はＡタイプに３種類を，Ｂタイプに２種類を設けた。試験体一覧を表－１に示す。 
     
                                                   表－１ 試験体一覧 
                                                     
                                                     
                                                     
                                                     
   Ａタイプ      Ｂタイプ                                           

図－１ 横補強筋の配筋形式                                           

                                                     
３．実験結果および考察 
 拘束軽量コンクリートの軸方向ひずみの実験値 
としては各試験体の側面に取り付けた変位計によ 
り測定した軸縮みの実験値を検長(340mm)で割るこ 
とによって求められるが，拘束軽量コンクリート 
の応力の実験値を求めるに際しては，かぶりコンクリートの剥離崩壊の影響を考慮して次のように求める。 
（1） かぶりコンクリートが剥離崩壊し始める前の段階では，全荷重から主筋の負担軸力を差し引いたコンクリー

トの負担軸力を全断面積で割って求める。 
（2） かぶりコンクリートが完全に剥離崩壊し終わった後の段階では，主筋の負担軸力を除いたコンクリートの負

担軸力をコア（かぶりコンクリートの断面積を全断面積から差し引いた）断面積で割って求める。 
（3） かぶりコンクリートが剥離崩壊し始める時点から，完全に圧縮応力を負担しなくなった時点までの間は３次

曲線で補完する。 
前述した方法で求めた軽量コンクリートの応力－ひずみ関係を図－２，図－３および図－４に示す。 
図－２に示すのは横補強筋の配筋形式が同じで，横補強筋の体積比が異なる場合の比較である。図－２から分かる 
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横補強筋の配筋詳細 
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ように，横補強筋の配筋量（体積比）の増加にしたがって最大応力時（以下，強度時と呼ぶ）以降の降り勾配が顕著

に緩やかになる。しかし，強度に対する横補強筋の体積比の違いによる影響があまり見られない。 
図－３に示すのは横補強筋の体積比が同じで，横補強筋の配筋形式が異なる場合の比較である。図－３から分かる

ように，Ｂタイプ配筋の方が強度と靭性ともに高い。理由としては中子筋の働きにより，コアコンクリートが２重拘

束されたことと，内隅部の主筋だけでなく辺中部の主筋の外出しも制限されたことが考えられる。 
図－４に示すのは無拘束軽量コンクリートの応力－ひずみ関係である。図－４から分かるように強度時以降の応力

低下が激しいこと 
が見られる。これ 
は，無拘束なので 
かぶりコンクリー 
トが剥離崩壊する 
同時に，コアコン 
クリートもかなり 
剥離崩壊したため 
である。 
６．まとめ 
 高性能軽量粗骨 
材で配合した軽量            図－２ 応力－ひずみ関係の比較（横補強筋の体積比が違う） 
コンクリートの力 
学性状および横補 
強筋による拘束効 
果を調べるために， 
横補強筋の配筋量， 
横補強筋の配筋形 
式をパラメータと 
する計６体の中心 
圧縮試験体につい 
て実験を行なった。 
次の結論を得た。                                                   

1）横補強筋の配           図－３ 応力－ひずみ関係の比較（横補強筋の配筋形式が違う） 
筋量（体積比）の増 
加にしたがって，強度時以降の降り勾配が顕著に緩やかになる。 
しかし，強度に対する横補強筋の体積比の違いによる影響があま 
り見られない。 
2）横補強筋の配筋量が同じである場合，Ｂタイプ配筋の方が強 
度と靭性ともに高い。 
3）無拘束軽量コンクリートの応力－ひずみ関係は強度時以降の 
応力低下が激しい。 
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１９９８年１月                  図－４ 応力－ひずみ関係の比較（無拘束） 

軽量コンクリートの応力－ひずみ関係
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軽量コンクリートの応力－ひずみ関係
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